
酔
し
、
「
ろ
く
で
な
し
」
「
枯
葉
」

な
ど
を
得
意
と
す
る
湯
井
さ
ん

の
ス
テ
ー
ジ
は
毎
週
月
・
水
・

土
曜
日
の
六
時
、
七
時
十
分
、

九
時
、
十
時
十
分
の
四
回
。
カ

ル
テ
ッ
ト
や
コ
ン
ボ
を
バ
ッ
ク

に
軽
や
か
に
歌
う
そ
の
ス
テ
ー

ジ
は
新
し
い
フ
ァ
ン
を
つ
か
ん

で
行
く
だ
ろ
う
。

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
北
野
ク

ラ
ブ
″
生
田
区
北
野
町
一
丁
目
六
四

雷
二
三
一
’
二
二
五
一

☆
ク
ラ
ブ
〃
飛
鳥
″
が
移
転

ク
ラ
ブ
〃
飛
鳥
″
の
新
店
舗

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
四
月
五

日
、
年
製
表
オ
ー
プ
ン
パ
ー
テ
ィ

が
開
か
れ
た
。

新
装
な
っ
た
店
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
ガ
ラ
リ
と
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
、
ス
マ
ー
ト
な
大
理
石
造

り
で
、
二
階
へ
は
優
美
な
螺
旋

階
段
が
続
き
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

が
ま
ば
ゆ
く
輝
き
、
神
戸
ら
し

い
ス
マ
ー
ト
な
感
じ
で
、
神
戸

の
夜
の
老
舗
ら
し
い
気
品
が
漂

っ
て
い
る
。

杯
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
マ

マ
や
店
の
女
の
子
と
会
話
を
交

領

雰囲気のある店内

湯井一葉さん

’
1３６
１

「
歌
手
に
と
っ
て
一
度
は
ス

テ
ー
ジ
を
持
ち
た
い
」
と
い
う

北
野
ク
ラ
ブ
の
専
属
と
な
っ
た

湯
井
さ
ん
は
、
神
戸
っ
子
の
仲

間
入
り
を
し
た
以
上
は
こ
こ
を

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
神

戸
で
歌
っ
て
行
き
た
い
と
意
欲

満
々
。
お
客
さ
ん
の
評
判
も
上

々
で
、
こ
の
秋
に
は
北
野
ク
ラ

ブ
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
…
…
と
も

考
え
て
い
る
。

ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ベ
コ
ー
に
心

☆
夜
の
北
野
で
歌
う
ｌ
ゆ

一
二
月
か
ら
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
湯

熱
孝
鶏
さ
ん
が
〃
北
野
ク
ラ
ブ
″

で
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
。
湯
井

さ
ん
は
宝
塚
歌
劇
団
の
出
身
で

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
勉
強
の
た
め
に

パ
リ
へ
留
学
、
そ
の
後
、
大
阪

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
な
ど
で
活
躍

リ
サ
イ
タ
ル
も
三
回
開
い
た
。

わ
す
。
気
の
き
い
た
言
葉
の
や

り
と
り
が
何
よ
り
の
酒
の
さ
か

な
と
な
る
。

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
気
性
の
マ

マ
は
仲
々
の
イ
ン
テ
リ
で
、
フ

ァ
ン
も
多
く
、
二
十
年
以
上
の

実
績
が
も
の
を
い
っ
て
い
る
。

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
り
一
丁
目
一

一
七
衝
三
三
一
’
七
六
二
七

☆
〃
山
の
手
″
が
八
周
年

ス
ナ
ッ
ク
〃
山
の
手
″
が
三

月
十
六
日
に
開
店
八
周
年
を
迎

え
た
が
、
四
月
五
日
夜
、
記
念

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。
．

こ
の
日
は
日
頃
か
ら
の
〃
山

の
手
″
フ
ァ
ン
が
百
二
、
三
十

名
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
、
こ

じ
ん
ま
り
と
し
た
店
内
に
は
談

笑
の
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
大

盛
況
で
あ
っ
た
。

〃
山
の
手
〃
で
は
毎
週
火
・

木
・
土
曜
日
の
夜
八
時
三
十
分

か
ら
柴
田
圭
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語

り
が
入
り
、
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
て
い
る
。

ス
ナ
ッ
ク
〃
山
の
手
″

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
り
一
丁
目

雪
二
二
一
－
三
六
三
七

蕊
ＩＵｈ

鶴"ノ びっと･ いん

よ

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

蔦

Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
旭

日
曜
祭
日
休
み

‘講堂毛踊

鱗

ク
ラ
つ
う

さ
ち

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
り
二
丁
目

七
五
伊
藤
ピ
ル
２
Ｆ

画
三
三
一
’
七
一
二
○

ク
ラ
ブ
さ
ち
の
マ
マ
は
花

隈
育
ち
。
そ
の
マ
マ
の
気
質

が
店
の
雰
囲
気
に
よ
く
出
て

い
て
、
何
と
な
く
は
ん
な
り

と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

店
の
規
模
は
そ
う
大
き
く

は
な
い
が
、
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
な
か
に
気
取
ら
な
い
気

さ
く
な
感
じ
の
マ
マ
が
い
て

い
つ
も
気
楽
で
和
や
か
に
飲

ママを囲んで

め
る
の
が
嬉
し
い
。

店
の
場
所
も
生
田
神
社
西

門
前
で
、
山
と
海
と
に
囲
ま

れ
た
神
戸
の
ほ
ぼ
真
ん
中
。

国
際
港
都
神
戸
に
ふ
さ
わ

し
い
だ
け
の
優
雅
な
雰
囲
気

を
も
ち
、
し
か
も
、
良
心
的

な
お
値
段
で
楽
し
め
る
ク
ラ

ブ
で
あ
る
。
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１１：3 0 ＡＭ～８: ＯＯＰＭ月曜日定休
さんプラザ地階公３３１－００８７

営業時間
A､Ｍ､11.30～Ｐ.Ｍ､9.00

137
１

潜り戸を通って
" 花" のおふくろさんの味を

よ
い
こ
の
お
友
だ
ち

水
あ
そ
び
の
仲
間
が
そ
ろ
っ
た
よ
〃

●今月のおこんだて●
花そうめん4 0 0 1 1 ’
たかのり弁当9 0 0 円
木の芽あえ 4 5 0 円

お
キ
ヲ
レ

イ
ん
ぶ
ら

精｡ 診力Ｘャ
三宮方面でのお買物は･ ･ ･
さんちか店フーミリータウシ
ミ宮店センケーブラーf j 二

元町方面でのお買物は･ ･ ･
応町店元町通３ｒ目山側
パンプウ店元町通１１．月不二家前

神戸駅前方面でのお買物は…
4 トンこうべ店神ｒテ駅前地下街

公３９１－４０４５
壷３３１－４９６９

衝３３１－００９０
公３９１－｢ １７６８

公３５１－６００２

捺
涌

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
測
）
弱
師
両
池
１
４

（
毎
週
水
腿
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
独
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

和風季節料理

蕊蕊
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北野町の坂道のほとりにある目立たない小さなサロン神戸時代。
このサロンから新しい時代の波をと思っています。

⑥神戸時代ギャルリーの言あんない

５月上旬まで現代フランス版画展
5 J 』末までフランス絵画ポスタ一展
６ノＩより 松谷武半ﾘ展<在パリ＞

S A L O N 神戸時代
神戸市生田区中山振通Ｉｊ~ Ｈ２８
モンシャトーーコトブキビル１Ｆ

ＴＥＬ、２４２－．３５６７

一｣い竺山製
示:患口駕

｜町

副ｹﾃｺｦﾙ計W1㎡詳言蚕盲

脚本海 E 直送の

7 舌魚: 溌鵬
料理竺柵：

派

1Ｎ1Ｎ

窪ｙ

書：
”

鐸､!=三二三r、I，
雷諜識
神戸. 三伝『阪急西口北側レインホーブ‘ラザＩ‐２Ｆ

1３８
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識

☆
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
地
下
一
階
の
ベ
ル

直
営
店
〃
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
〃
が
、
四
月
十

日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
雑
貨
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
な
ど
あ

な
た
の
お
部
屋
を
よ
り
楽
し
く
し
て
く

れ
る
も
の
で
一
杯
で
す
。

☆
神
栄
ピ
ル
７
階
、
ブ
ラ
ン
ド
ウ

ブ
ラ
ン
の
今
月
の
チ
ー
フ
サ
ゼ
ッ
シ
ョ

ン
メ
ニ
ュ
ー
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う

エ
ス
カ
ル
ゴ
ブ
ル
ゴ
ー
一
言
風
は
ワ
イ

ン
付
で
一
○
○
○
円
。
舌
ひ
ら
め
蟹
コ

ロ
ッ
ケ
詰
八
○
○
円
、
若
鶏
煮
込
み
イ

ン
ド
風
七
○
○
円
、
仔
牛
の
カ
ッ
レ
ッ

ミ
ラ
ノ
風
一
七
○
○
円
、
サ
ー
ロ
イ
ン

ス
テ
ー
キ
フ
レ
ス
テ
ィ
エ
ー
ル
ニ
五
○

○
円
な
ど
で
す
。
チ
ー
フ
が
自
信
を
も

っ
て
お
勧
め
す
る
味
で
す
。

☆
こ
の
春
は
ブ
ラ
ウ
ス
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
ネ
。
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
の
花
柄
の

ド
レ
ッ
シ
ー
な
ブ
ラ
ウ
ス
か
ら
揚
抑
の

格
子
の
ブ
ラ
ウ
ス
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
テ

ィ
な
も
の
ま
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
て

う
室
く
ス
カ
ー
ト
、
パ
ン
タ
ロ
ン
と
組

合
わ
せ
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で
下
さ
い

ベ
ニ
ヤ
で
は
、
豊
富
に
揃
え
て
い
ま
す

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
が
見
つ
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

☆
自
然
の
素
材
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る

こ
の
夏
、
ぺ
っ
甲
ブ
ー
ム
が
静
か
に
お

こ
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｗ
な
女
の
子
な

ら
細
い
ぺ
っ
甲
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
２

・
３
本
ま
と
妙
て
腕
に
い
か
が
で
し
ょ

う
。
太
田
く
つ
甲
に
は
、
若
い
入
向
け

の
各
種
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

お
値
段
だ
っ
て
そ
ん
な
に
高
く
は
な
い

ん
で
す
ョ
。

☆
世
界
一
の
美
女
と
真
珠

や
っ
ぱ
り
よ
く
似
合
う

禿
年
度
ミ
ス
ュ
ニ
バ
ー
ス
の

ア
ン
ネ
・
マ
リ
・
ポ
ホ
タ
モ
嬢

が
来
日
。
四
月
三
日
、
ミ
ス
ュ

ニ
バ
ー
ス
の
王
冠
を
つ
く
っ
て

い
る
田
崎
真
珠
を
見
学
し
た
。

憧
れ
の
日
本
、
し
か
も
真
珠

工
場
の
見
学
と
あ
っ
て
ブ
ロ
ン

ド
を
風
に
な
び
か
せ
な
が
ら
二

三
一
コ
顔
で
穴
あ
け
、
真
珠
の

選
別
な
ど
の
作
業
を
見
学
。
新

入
社
員
研
修
の
場
で
は
「
ミ
ナ

サ
ン
コ
ン
ニ
チ
ワ
」
と
日
本
語

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
な
ど
愛
僑

を
ふ
り
ま
い
て
い
た
。
そ
の
彼

女
も
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
時
は
、
大
感

激
。
真
珠
の
よ
う
な
涙
を
流
す

一
幕
も
み
ら
れ
、
神
戸
の
休
日

を
存
分
に
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。

綴

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
そ
ろ
そ
ろ
の
ど
が
乾
い
て
く
る
孝
節

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
で
は
、
四
月
十
六

日
（
金
）
よ
り
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
と
三
宮
ピ
ル
屋
上
ビ
ア
ガ
ｉ
デ

ン
が
オ
ー
プ
ン
。
会
社
帰
り
に
生
ビ
ー

ル
を
キ
ニ
ー
ッ
と
一
杯
／
●
・
・
・
…
こ
た
え

ら
れ
ま
せ
ん
ね
ェ
。
疲
れ
も
い
っ
ぺ
ん

に
吹
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
。
多
勢
の
時

に
は
ビ
ヤ
樽
サ
ー
ビ
ス
で
ど
う
そ
。

神戸百店会
だより

繊
譲
騨
謹

１
１３９
１

邸
』

真珠を手にうっとり

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
宝
石
を

四
月
九
、
十
日
と
大
阪
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
ミ
キ
モ
ト
春
の

特
別
展
示
会
が
盛
況
の
う
ち
に

行
な
わ
れ
た
。
今
回
は
「
自
分

だ
け
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
と
い
う

新
し
い
分
野
の
た
め
に
、
各
界

で
御
活
躍
の
十
六
人
の
方
々
に

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
披

露
し
て
い
た
だ
く
と
い
っ
た
変

わ
っ
た
趣
好
。
宝
石
は
そ
れ
自

身
、
個
性
豊
か
な
存
在
で
あ
る

の
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
さ

を
も
っ
と
見
通
す
時
代
で
す
ね

（
上
）
石
井
よ
し
子
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
プ

レ
ス
と
指
輪
（
下
）
市
川
染
五
郎
さ
ん

の
ラ
ピ
ス
ラ
ジ
ュ
ー
ル
リ
ン
グ

☆
皿
ｖ
ド
ラ
マ
「
花
ぽ
う
ろ
」

に
不
二
屋
の
家
具
が
。

毎
週
月
曜
日
夜
十
時
か
ら
始

ま
る
連
続
ド
ラ
マ
「
花
ぽ
う
ろ
」

（
主
演
。
島
田
陽
子
）
に
ト
ア

ロ
ー
ド
の
不
二
屋
の
家
具
が
登

場
し
て
い
る
。

言

ｂ
０
■
０
０
Ⅱ

｢ 花ほうる」の一堀面

曇

特製メニュー‘‘潮騒，’
お１人様￥4 , 8 0 0
期間５月3 1 日まで

主
人
公
の
部
屋
の
イ
ン
テ
リ

ア
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
全

部
不
二
屋
さ
ん
の
家
具
。
八
母

が
娘
の
た
め
に
心
を
こ
め
て
こ

の
部
屋
を
つ
く
り
あ
げ
た
Ｖ
と

い
う
設
定
だ
け
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と

白
い
色
が
何
と
も
女
の
子
ら
し

い
家
具
が
選
ば
れ
て
い
る
。

☆
初
夏
に
浜
辺
の
味
と
香
り
を

お
と
ど
け
し
ま
す

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
は

味
覚
の
散
歩
シ
リ
ー
ズ
と
題
し

て
、
こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い

特
製
デ
ィ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。
潮
騒
と
名
付
け
ら
れ
、
白

魚
の
カ
ク
テ
ル
・
ス
ー
プ
・
海

老
の
磯
焼
き
・
サ
ラ
ダ
・
デ
ザ

ー
ト
・
ロ
ー
ル
・
コ
ー
ヒ
ー
と

い
う
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
。
焔
Ｆ

の
回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
鳴
門
″

で
御
賞
味
な
さ
っ
て
み
て
は
。

鶴織
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；

子供たちによる除幕式

☆
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

三
月
二
十
九
日
、
元
町
大
丸

．
ｆ
鐸
凌
抱
君

ｒ
、
点
・
『
を
ス

誰
蝿
実
り

鑑
嘩
鴎
の
た木い

’1４０
１

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う

運
動
」
と
は

こ
の
巡
動
は
神
戸
で
昭
和
四
十
年
に

生
ま
れ
て
全
国
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

〔
誕
生
日
を
有
意
義
に
〕

み
な
さ
ん
は
、
謬
生
日
を
ど
の
よ
う

に
迎
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

誰
に
で
も
年
に
一
度
必
ぐ
っ
て
く
る

誕
生
日
を
機
会
に
、
一
人
一
人
の
か
け

が
え
の
な
い
い
の
ち
に
つ
い
て
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
、
棉
祉
の
問
題
を
考
え
ま
し

ょ
う
。
こ
の
運
動
は
、
特
に
ち
え
お
く

れ
の
子
ど
も
た
ち
の
問
題
を
中
に
考
え

る
、
あ
な
た
と
わ
た
し
た
ち
の
社
会
啓

発
運
動
で
す
。

〔
運
動
の
ね
ら
い
〕

ち
え
お
く
れ
の
問
題
に
つ
い
て

。
正
し
い
知
識
の
普
及

、
意
識
を
高
め
る

。
手
近
か
な
こ
と
の
実
行

の
三
つ
を
通
し
て
、
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
手
を
つ
な

い
で
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
明
か
る
い

社
会
の
建
設
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
力
は
小
さ

く
て
も
、
み
ん
な
が
力
を
合
せ
て
、
福

祉
を
商
め
よ
う
と
い
う
草
の
根
福
祉
漬

動
で
す
。

◇
運
動
参
加
の
方
法
と
し
て
、
誕
生
日

祝
い
の
費
用
の
中
か
ら
、
こ
の
運
動
参

加
の
た
め
に
意
識
番
に
節
約
し
て
献
金

し
て
く
だ
さ
い
。
金
額
は
一
口
百
円
で

す
。
そ
し
て
、
各
家
庭
で
こ
の
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
献
金
は
、
名
前
、
住
所
、
誕
生
日
等

を
書
い
て
、
郵
送
（
定
額
小
為
替
、
切

手
可
、
現
金
同
封
不
可
）
で
本
部
へ
、

す
ぐ
に
参
加
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

◇
献
金
は
、
社
会
啓
発
の
た
め
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
今
麗
一
階
郵
便
局
の
前

電
話
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

☆
彫
刻
の
あ
る
街
づ
く
り

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
北
公
園

に
、
五
月
八
日
い
る
か
噴
水
彫

刻
が
お
目
見
え
す
る
。
未
来
へ

向
か
っ
て
前
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
石
と
い
う
動
か
な
い
素
材

と
噴
水
と
い
う
動
き
の
あ
る
情

景
と
で
表
現
し
、
華
や
か
な
躍

動
感
の
あ
る
も
の
。
製
作
は
環

境
造
形
Ｑ
・
（
山
口
牧
生
。
増

田
正
和
・
小
林
陸
一
郎
）

ま
た
東
遊
園
地
に
は
、
ピ
ー

東露文化センター正面

は
、
ビ
ー

ナ
ス
時
計

が
五
月
七

日
誕
生
す

る
。
セ
リ

ザ
ワ
、
周

年
を
記
念

し
て
の
設

置
で
制
作

は
新
谷
琢

紀
。
美
の

女
神
が
時

計
を
抱
く

豊
か
な
作

品
で
あ

る
。

に
か
か
え
、
座
っ
て
い
る
リ
ス

君
は
な
か
な
か
の
愛
敬
者
。
街

の
美
化
運
動
の
一
つ
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
潤
い
は
、
今
後
と

も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

神
戸
店
の
東
側
歩
道
に
石
彫
り

の
リ
ス
君
五
匹
が
、
三
宮
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
。
同
ク
ラ
ブ
の
結
成
十
五
周

年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
木
の
実
を
大
事
そ
う

☆
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

東
灘
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

阪
神
魚
崎
駅
か
ら
北
へ
五
分

三
階
建
て
の
レ
ン
ガ
色
の
建
物

が
東
灘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

市
民
の
教
養
向
上
の
た
め
の

学
習
や
、
文
化
活
動
を
通
じ
て

人
間
的
な
触
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
余
暇
を
有
効
に
活
用

す
る
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
東
灘
文
化
セ
ン

タ
ー
に
は
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、

婦
人
コ
ー
ナ
ー
、
集
会
ホ
ー
ル

和
・
洋
会
議
室
と
児
童
館
が
設

け
ら
れ
市
民
な
ら
誰
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

Ｆ戸

神
戸
市
で
は
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
図
書
館
、
公
民
館

や
体
育
館
な
ど
区
内
の
各
種
社

会
教
育
施
設
相
互
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を
広
げ
、
社
会

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
計

画
で
す
。
開
館
は
午
前
九
時
ｌ

午
後
九
時
、
休
館
日
は
毎
週
月

曜
日
全
日
と
、
日
曜
日
の
午
後

六
時
以
後
、
年
末
年
始
。

★
県
下
初
の
ま
ち
な
み
保
存
連

絡
会
結
成

三
月
二
十
七
日
午
後
一
時
か

ら
兵
庫
私
学
会
館
で
「
兵
庫
歴

史
の
ま
ち
な
み
連
絡
会
」
が
開

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
１４１
１

ー

か
れ
兵
庫
県
下
で
初
の
街
並
保

存
の
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
た
。

現
在
、
全
国
各
地
で
歴
史
的

な
街
並
や
景
観
が
都
市
化
の
波

に
よ
っ
て
急
速
に
そ
の
面
影
を

失
な
い
つ
つ
あ
る
。
神
戸
で
も

二
年
前
に
「
北
野
界
わ
い
を
守

る
会
」
（
宇
津
宮
隆
夫
代
表
）

が
結
成
さ
れ
、
北
野
を
中
心
と

す
る
街
並
、
景
観
の
保
存
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
今
回
の
連

絡
会
に
は
参
加
よ
び
か
け
団
体

と
し
て
県
下
か
ら
は
北
野
、
赤

穂
、
竜
野
、
篠
山
、
築
地
（
尼

崎
）
の
他
、
大
阪
「
中
之
島
を

を
守
る
会
」
及
び
「
富
田
林
寺

内
町
保
存
会
」
の
各
代
表
が
出

席
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
直
面

し
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

北
野
界
わ
い
を
守
る
会

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
三
丁
目
一
Ｉ
二
○

宇
挫
罰
蕊
事
務
所
気
付

電
話
○
七
八
（
二
一
二
）
六
七
○
五

☆
神
戸
広
告
マ
ッ
チ
組
合
よ
り

神
戸
ま
つ
り
記
念
マ
ッ
チ
登
場

神
戸
広
告
マ
ッ
チ
組
合
（
吉

田
勤
会
長
）
は
、
共
同
事
業
の

一
環
と
し
て
、
郷
土
の
画
家
、

川
西
祐
三
郎
画
伯
に
よ
る
記
念

マ
ッ
チ
を
制
作
し
、
各
界
に
無

料
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
ッ
チ
は
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー

ズ
と
並
ぶ
地
域
産
業
と
し
て
誇

れ
る
業
界
。
神
戸
ま
つ
り
に
ち

な
ん
で
テ
ー
マ
を
神
戸
の
海
山

街
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
素
晴
ら

し
い
版
画
が
期
待
で
き
そ
う
だ

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

特
別
展
「
扉
風
と
版
画
」５／

１
１
５
／
卯

☆
南
蛮
美
術
館

南
蛮
紅
毛
美
術
展
４
／
３
１
６
／
６

☆
臼
鶴
美
術
館

出
光
美
術
館
名
品
展
４
／
鋤
１
５
／
釦

☆
香
雪
美
術
館

書
画
の
名
幅
と
茶
道
具
展

３
／
、
１
６
／
超

☆
さ
ん
ち
か
広
場

ヤ
マ
ハ
フ
ェ
ァ
ー
５
／
７
１
５
／
皿

第
二
回
炎
幽
会
展
５
／
超
１
５
／
配

泉
龍
書
道
院
展
５
／
卯
１
５
／
妬

花
ヤ
ン
グ
サ
マ
ー
５
／
”
１
６
／
１

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

神
戸
市
民
美
術
教
室
日
本
画
展

５
／
７
１
５
／
皿

現
代
彫
刻
作
家
展
５
／
超
１
５
／
咽

「
花
百
選
」
５
／
即
１
５
／
詣

第
帥
回
兵
噸
県
美
術
家
同
盟
展

５
／
”
１
６
／
１

★
そ
ご
う
百
貨
店
美
術
画
廊

松
本
児
光
日
本
画
展
４
／
”
１
５
／
５

日
原
晃
油
絵
展
５
／
７
１
５
／
唾

井
上
速
男
油
絵
展
５
／
皿
１
５
／
理

古
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
ｌ
日
本
刀
剣
展

５
／
型
１
５
／
妬

江
戸
初
期
よ
り
明
治
ま
で
伊
万
里
展

５
／
詔
１
６
／
２

★
大
丸
百
貨
店
四
階
美
術
画
廊

山
本
貞
・
山
本
文
彦
俊
英
二
人
展

４
／
”
１
５
／
４

備
前
萩
春
秋
会
展
５
／
５
１
５
／
、

児
玉
幸
雄
神
戸
を
画
く
新
作
展

５
／
狸
１
５
／
岨

中
国
古
陶
名
品
展
５
／
即
１
５
／
妬

甲
扇
会
日
本
画
展
５
／
”
１
５
／
皿

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ｉ

神
戸
大
学
理
回
生
展
４
／
釦
１
５
／
６

第
９
回
兵
庫
県
写
真
作
家
協
会
公
募
展

５
／
７
１
５
／
超

第
７
回
小
さ
な
目
子
供
の
詩
書
展

５
／
皿
１
５
／
加

明
石
短
大
卒
二
人
展
５
／
幻
１
５
／
”

神
戸
商
科
大
学
写
真
部
展

５
／
犯
１
６
／
３

☆
歌
手
内
藤
国
雄
デ
ビ
ュ
ー

以
前
か
ら
内
藤
国
雄
氏
（
日

本
将
棋
連
盟
棋
士
。
九
段
）
の

歌
の
う
ま
さ
は
定
評
の
あ
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
五

月
一
日
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー
か
ら

「
お
ゆ
き
」
「
祝
盃
」
と
い
う
レ

コ
ー
ド
（
五
○
○
円
）
を
発
売
。

プ
ロ
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
－
し

☆
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
先
が
け
て

六
甲
山
牧
場
衣
替
え

四
季
を
通
じ
て
家
族
連
れ
や

若
者
の
グ
ル
ー
プ
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
六
甲
山
牧
場
が
、
四
月

一
日
よ
り
大
幅
に
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
し
た
。
こ
の
牧
場
の
も
つ

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
と
山
岳
牧

場
と
し
て
の
豊
か
な
ポ
テ
ン
シ

ャ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
、
都
市
住

民
の
た
め
の
健
全
な
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
、
特
に
人
間
と

動
物
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も

の
。
こ
れ
か
ら
は
神
戸
の
市
花

で
あ
る
あ
じ
さ
い
の
色
付
く
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
、
ま
す
ま
す
多

く
の
利
用
者
が
予
想
さ
れ
る
。

入
場
料
大
人
一
○
○
円

改装された六甲山牧場

み
よ
う
ｃ
そ
の
ス
ペ
イ
ン
の
子

供
た
ち
へ
日
本
の
風
物
坐
と
と
、

鯉
頁
に
わ
た
っ
て
白
地
を
お
も

い
っ
き
り
生
か
し
た
画
面
の
版

内
藤
国
雄
さ
ん
（
上
）
と
レ
コ
ー
ド

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
下
）

た
。
四
月
十
五
日
大
阪
北
新
地

「
デ
ィ
ッ
ク
」
で
の
新
曲
発
表

会
は
、
出
席
者
全
員
の
ど
自
慢

大
会
を
や
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
だ
っ
た
。
「
有
線
な
ど

に
も
ど
ん
ど
ん
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
」
と
内
藤
国
雄
氏
も
大
乗
り

気
で
あ
る
。

☆
か
わ
い
い
か
わ
い
い

版
画
集
発
刊

画
家
の
徳
永
卓
磨
さ
ん
（
灘

区
在
住
）
が
「
ス
ペ
イ
ン
の
子

ど
も
た
ち
へ
」
と
い
う
版
画
集

を
出
版
し
た
。
フ
ラ
メ
ン
コ
が

好
き
だ
と
い
う
徳
永
さ
ん
は
、

七
年
程
前
に
ス
ペ
イ
ン
へ
渡
り

一
年
間
暮
し
た
。
そ
の
後
も
夏

の
休
暇
を
利
用
し
て
は
ス
ペ
イ

ン
へ
と
、
た
い
へ
ん
な
惣
れ
こ｢ スペインの子供たちへ」

美
術

ガ
イ
ド

職嬢鯛灘

蕊 霧
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り
の
ベ
ー
ス
が
出
来

来
「
み
な
と
の
祭
」

が
神
戸
の
代
表
的
な
祭
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
都
市
交
通

の
事
情
と
相
挨
っ
て
規
模
が

縮
少
さ
れ
、
次
第
に
面
白
く

な
い
祭
り
に
な
り
、
市
民
か

ら
も
見
離
さ
れ
、
官
製
の
お

祭
り
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
が

貼
ら
れ
〃
時
代
行
列
″
を
迎
え

る
人
さ
え
い
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
に
、
市
民
が
主
役
だ

と
い
う
形
で
華
や
か
に
登
場

し
た
の
が
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル

市
民
に
回
を
重
ね
る
た
び
に

戸
、
ま
っ

た
。
一
元

画
集
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い
本

五
五
○
円
。

お
問
い
合
せ
Ⅱ
徳
永
卓
膳
神
戸
市
漣
区

篠
原
中
町
一
丁
目
一
ノ
四
雷
八
六
一
’

三
四
六
九
又
は
月
刊
神
戸
っ
子
ま
で
。

☆
源
氏
を
う
た
う
事
の
会

事
曲
の
小
倉
万
智
井
さ
ん

（
灘
区
畑
原
通
五
ノ
三
ノ
ー
五

鎚
才
）
が
、
山
田
流
の
師
籍
三

十
年
を
機
に
「
等
苑
会
」
を
、

二
世
の
美
紗
能
さ
ん
（
鉛
才
）

と
共
に
、
記
念
演
奏
会
を
、
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
（
小
）
で
五
月

二
十
九
日
午
後
一
一
時
半
よ
り
開

く
。
八
一
五
○
○
円
Ｖ

小
倉
万
智
井
さ
ん
垂
）
と
美
紗
能
さ

ん
（
下
）
親
子

而
雷
霞
？

前
略
Ｉ
暴
走
族
さ
ま

花時計ま
た
、
神
戸
ま
つ
り
が
や

っ
て
き
た
。
神
戸
カ
ー
ニ
バ

ル
と
み
な
と
の
祭
が
合
併
さ

れ
て
「
神
戸
ま
つ
り
」
に
な

っ
て
今
年
が
６
回
目
で
あ
る

第
一
回
目
の
「
神
戸
ま
つ

り
」
は
時
に
神
戸
開
港
百
年

に
も
あ
た
っ
た
こ
と
も
あ
っ

し
て
、
こ
れ
こ
そ
創
ら
れ
た
一

祭
の
宿
命
な
の
だ
。
八
Ｙ
Ｖ
－
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１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

☆
神
戸
市
経
済
局
長
の
玉
田
暁
昌
氏
は

４
月
１
日
よ
り
消
防
局
長
に
、
後
任
は

宮
岡
寿
雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
神
戸
地
下
街
か
ら
３
月
型
日
の
定
時

株
主
総
会
取
締
役
会
で
、
代
表
取
締
役

宮
崎
辰
雄
、
代
表
取
締
役
専
務
取
締
役

重
村
実
治
、
常
務
取
締
役
森
本
泰
好
、

取
締
役
西
崎
勤
、
柴
谷
貞
雄
、
森
駒
之

助
、
谷
植
繁
光
、
多
田
政
文
（
新
任
）

監
査
役
岡
崎
忠
、
狩
野
学
氏
が
透
ば
れ

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
ケ
チ
本
さ
ん
こ
と
吉
本
晴
彦
氏
が
、

大
阪
駅
前
に
「
大
阪
マ
ル
ピ
ル
・
’
を
４

月
猫
日
に
オ
ー
プ
ン
。
吉
本
管
理
事
務

所
と
吉
本
土
地
建
物
Ｋ
Ｋ
の
事
務
所
を

四
月
五
日
か
ら
移
娠
さ
れ
ま
し
た
。
新

住
所
大
阪
市
北
区
梅
田
４
番
地
夷
阪

マ
ル
ビ
ル
瓢
Ｆ
）
貧
○
六
（
三
四
一
）

一
一
八
七
（
岱
表
）

☆
宝
塚
歌
劇
団
で
は
４
月
１
日
か
ら
定

休
日
（
宝
塚
大
劇
場
並
び
に
各
事
務
所
）

毎
週
水
躍
日
を
実
施
。
他
に
１
月
１
日

１
７
日
、
３
月
即
日
’
４
月
７
日
、
４

月
詑
日
’
５
月
５
日
、
７
月
加
日
’
８

月
瓢
日
を
春
夏
秋
冬
の
お
休
み
に
と
の

こ
と
で
す
。

☆
神
戸
音
楽
友
の
会
前
事
務
局
次
長
の

寺
井
昭
子
さ
ん
が
、
俳
優
座
の
武
内
享

さ
ん
と
結
婚
さ
れ
、
新
住
所
の
お
知
ら

せ
が
あ
り
ま
し
た
。
〒
１
６
８
束
京
都

杉
並
区
上
高
井
戸
一
ノ
ニ
セ
ノ
八

雷
○
三
（
三
○
四
）
一
二
二
二

☆
舞
台
監
督
の
中
倉
敏
博
さ
ん
が
転
居

さ
れ
ま
し
た
。
新
住
所
〒
６
６
２
西
宮

市
老
松
町
一
五
ノ
三
○
ノ
ー
○
二
篭
○

七
九
七
（
七
二
）
三
二
七
九

☆
大
丸
前
の
靴
の
ヨ
シ
オ
カ
の
吉
岡
潔

さ
ん
の
長
男
達
彦
さ
ん
が
、
本
間
勝
さ

ん
の
長
女
千
恵
さ
ん
と
４
月
釦
日
オ
リ

エ
タ
ル
ホ
テ
ル
で
結
婚
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
新
婚
旅
行
、
５
月
晦
日
に
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
ば
ら
の
間
で
披
露

パ
ー
テ
ィ
を
開
か
れ
ま
す
。
お
め
で
と

》
つ
〃
。

☆
神
戸
を
愛
す
る
山
川
勝
彦
さ
ん
が
、

神
戸
の
ス
ケ
ッ
チ
展
を
４
月
廻
日
Ｉ
型

日
迄
大
阪
今
橋
画
廊
で
開
か
れ
ま
し
た

今
回
は
「
源
氏
を
う
た
う
」

と
「
古
今
和
歌
集
」
の
作
品
を

集
め
て
演
目
し
、
中
能
島
欣
一
、

慶
子
師
を
迎
え
て
、
〃
柴
式
部
″

″
葵
の
上
″
の
他
〃
鶴
寿
千
歳
″

で
は
欣
一
師
の
珍
し
い
三
弦
が

き
け
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ

☆
野
川
由
美
子
と
萩
尾
み
ど
り

神
戸
港
で
ロ
ケ

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
花
く
れ
な

い
」
（
月
曜
夜
８
時
）
の
神
戸

ロ
ケ
が
三
月
十
七
日
、
中
突
堤

か
ら
出
る
港
め
ぐ
り
の
遊
覧
船

の
上
で
行
な
わ
れ
た
。

「
新
し
い
女
の
生
き
方
を
描
い

た
」
（
和
田
浩
明
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）
こ
の
ド
ラ
マ
、
舞
台
は
大

阪
と
京
都
が
中
心
で
神
戸
と
の

関
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

こ
の
日
の
ロ
ケ
は
、
深
雪
（
野

r 花くれない」の船上ロケ

本
格
的
な
賑
わ
い
を
見
せ
は

じ
め
、
み
な
と
の
祭
を
し
の

い
だ
。
そ
し
て
神
戸
ま
つ
り

て
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
り
神

川
由
美
子
）
が
家
出
し
た
京
都

の
染
屋
の
嫁
・
光
子
（
萩
尾
み

ど
り
）
に
神
戸
を
案
内
す
る
シ

ー
ン
。
少
し
風
が
強
く
て
寒
い

神
戸
港
だ
っ
た
が
、
初
め
て
神

戸
に
来
た
萩
尾
さ
ん
に
「
あ
れ

が
六
甲
山
よ
」
と
実
際
に
説
明

す
る
野
川
さ
ん
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
ム
ー
ド
の
中
で
撮
影
は
進

め
ら
れ
た
。
放
映
は
五
月
三
十

一
日
夜
八
時
。

が
誕
生
し
た
。
ｌ
そ
の
神
戸

ま
つ
り
も
な
ぜ
か
縮
少
ぎ
み

に
な
っ
た
。
昨
年
の
神
戸
ま

つ
り
に
暴
走
族
が
名
実
と
も

に
大
暴
走
ｌ
そ
の
結
果
で
あ

る
。
が
、
暴
走
族
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
は
ね
か
え
す
だ
け
の

祭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
な

っ
た
、
そ
う
見
え
る
。

こ
の
辺
で
神
戸
ま
つ
り
も

出
直
し
か
も
知
れ
な
い
。
そ
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な
も
の
で
あ
っ
た
…
」

と
い
っ
た
著
者
の
感
慨

一一可

１
１４４
１

え
ば
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
と
一
つ
だ
っ
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ド
の
画
家
だ
。
日
本
で
は
ピ
ー
テ
ル
と
も
ペ
ー
テ
ル
と

も
あ
る
い
は
ブ
リ
ュ
ー
ヘ
ル
と
も
言
わ
れ
た
り
し
て
い

る
。
生
年
は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
。
彼
が
画
家
と
し

て
組
合
に
登
録
さ
れ
た
記
録
な
ど
か
ら
推
測
し
て
、
一

五
一
一
○
年
か
ら
三
○
年
の
間
、
ど
う
や
ら
二
五
年
あ
た

り
が
そ
う
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
一

十
代
半
ば
過
ぎ
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
へ
旅
行
し
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
絵
を
勉
強
、
帰
国
し
て
か
ら
ポ
ッ

シ
ュ
風
の
デ
ッ
サ
ン
や
版
画
の
下
絵
を
描
い
て
デ
ビ
ニ

ー
し
た
。
ポ
ッ
シ
ュ
と
い
う
の
は
、
彼
が
生
ま
れ
る
十

年
ぐ
ら
い
前
に
亡
く
な
っ
た
同
国
の
、
い
わ
ば
先
輩
画

家
で
あ
る
。
非
常
に
幻
想
的
な
、
し
か
も
グ
ロ
テ
ス
ク

な
ム
ー
ド
の
濃
い
、
悪
夢
の
よ
う
な
宗
教
画
を
描
い
て

麓

予
定
で
は
も
っ
と
後
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
を

つ
い
書
き
始
め
て
し
ま
っ
た
の
は
、
最
近
、
中
野
孝
次
氏
の
本
項

と
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
書
物
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
も
っ
と
も
そ
れ

だ
け
で
は
同
好
の
士
あ
り
、
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
だ
っ
た
の
が
、
読

み
進
ん
で
「
：
…
・
東
京
で
わ
た
し
を
待
っ
て
い
る
う
つ
と
し
い
関

係
の
こ
と
は
頭
に
浮
か
ば
ず
、
わ
た
し
の
ま
わ
り
か
ら
一
人
ず
つ

消
え
て
い
っ
た
者
た
ち
が
、
い
ま
は
親
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
だ

い
た
い
今
度
突
然
旅
に
出
た
の
も
、
身
近
な
一
人
の
知
人
が
死
に

自
分
の
仕
事
が
す
っ
か
り
い
や
に
な
っ
て
飛
び
だ
し
て
き
た
よ
う

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ヘ
の
旅

伊
藤
誠
八
神
戸
新
聞
文
化
事
業
局
第
一
部
長
Ｖ

睡
ひ
と
り
歩
き
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
八
４
Ｖ

に
触
発
さ
れ
た
せ
い
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
年
齢
、
親
友
の
死
と

い
う
似
た
よ
う
な
状
況
が
、
ど
う
や
ら
共
鳴
を
強
く
さ
せ
た
よ
う

だ
が
、
思
い
切
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
立
ち
、
何
度
目
か
の
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
対
面
を
果
た
さ
れ
た
中
野
氏
に
比
べ
る
と
、
当
方
は
余

り
に
も
意
気
地
な
い
け
れ
ど
も
、
せ
め
て
頭
の
中
で
で
も
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
ヘ
の
旅
を
な
ぞ
っ
て
み
た
い
。
と
、
何
と
な
く
せ
き
た
て

ら
れ
る
思
い
が
し
た
の
で
あ
る
。

上：『雪の１１喧奏帰る猟師たち」（ウィーン美術史美術館所蔵）
下：ウィーン美術史美術館

８
鳶
誇
蝉
翠
評
齢
詠
篭
㎡

ピ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
〃
百
姓
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
″
と
い

う
呼
称
を
持
つ
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
で
あ
る
。
存
命
し
て
い
た
十
六

世
紀
で
い
え
ば
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
と
一
つ
だ
っ
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
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蔵所館術挙云立

ん
だ
の
は
そ
の
先
見
を
讃
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
宗

王ル

教
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
や
、
王
侯
皇
貝
族
の
肖
像
画
の

セツ

み
を
絵
画
だ
と
考
え
て
い
た
時
代
の
〃
百
姓
ブ
リ
ュ
ー

ユリブ
ゲ
ル
″
の
呼
び
名
は
、
絵
の
内
容
か
ら
し
て
一
一
流
、
一
二

く査
館
流
と
し
か
評
価
し
得
な
か
っ
た
世
間
の
さ
げ
す
み
を
も

Ｊ醗
識
含
ん
だ
声
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
今
や
親
し
み
と
敬
意
の

人
立の王
こ
、
も
っ
た
愛
称
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ム
ル
。

ヘ
セ
レ
ツ
ツ
ュ

さ
て
、
、
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
を
観
る
な
ら
、
ま
ず
は
オ
ー

ベ
リ

師
づ
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
で
、
あ
ろ
う
。
こ

上
下
こ
の
、
彼
の
油
絵
十
五
点
の
収
集
は
ま
さ
に
圧
巻
。
現

在
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
油
絵
は
世
界
中
で
四
十
数
点
し
か
存
在
し
て

い
な
い
だ
け
に
約
三
分
の
一
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
、
い
ず
れ
も
彼
の
作
品
と
し
て
は
大
作
の
部
類
に
入
る
も
の
。

こ
こ
に
次
ぐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
い

わ
ば
地
元
の
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
美
術
館
の
五
点
と

い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ウ
ィ
ー
ン
が
い
か
に
す
ば
ら
し
い
か
が

分
か
る
だ
ろ
う
。
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
を
所
持
す
る
と
い
う
世
界
の
大
美
術
館
が
、
た
い
て
い
一
、
二

点
だ
。
思
え
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
の
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
だ
け
が
列
ん
だ

一
室
に
入
っ
た
時
、
あ
あ
遂
に
や
っ
て
来
た
、
や
っ
と
待
望
の
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
出
会
え
た
、
と
一
種
の
安
堵
感
を
覚
え
た
も
の
で

あ
る
。
実
は
、
美
術
担
当
記
者
と
し
て
著
名
美
術
館
を
見
学
し
取

材
す
る
と
い
う
一
九
六
七
年
の
第
一
回
訪
欧
時
に
、
私
は
こ
こ
を

訪
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
他
に
一
一
、
三
の
仕
事
を
掛
け
持

ち
し
、
滞
在
日
数
に
も
限
り
の
あ
る
旅
だ
っ
た
だ
け
に
、
残
念
な

が
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。
一

度
に
欲
ば
っ
て
も
仕
方
が
な
い
、
そ
の
内
に
ま
た
機
会
も
出
来
る

だ
ろ
う
…
．
：
。
が
、
他
の
幾
つ
か
の
美
術
館
で
少
数
の
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
に
出
会
う
に
つ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
が
ま
す
ま
す
あ
こ
が
れ
の
地

に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
六
年
後
に
実
現
し
た
の
で

あ
る
。
十
五
点
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
囲
ま
れ
て
、
私
は
全
く
〃
言

う
こ
と
な
し
″
で
あ
っ
た
。

美
術
作
品
が
、
あ
る
一
定
の
場
所
へ
集
ま
っ
て
く
る
に
つ
い
て

５
１
４
１
１
Ⅷ

欲
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
、
そ
の
要
請
に
応

え
得
る
技
術
を
持
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
も
っ
と
も
、
や
が
て
ポ
ッ

シ
ュ
離
れ
を
し
、
彼
独
自
の
画
風
を
確
立
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
の
特
色
を
一
言
で
表
現
し
た
の
が
〃
百
姓
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
″
の
通
称
な
の
で
あ
る
。

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
の
題
材
を
見
て
み
る
と
、
ざ
っ
と
二
つ
に

大
別
で
き
る
。
一
つ
は
聖
書
か
ら
取
材
し
た
内
容
の
系
列
、
他
は

現
実
の
農
民
生
活
を
描
い
た
内
容
の
系
列
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者

に
は
ボ
ッ
シ
ュ
の
影
響
を
受
け
た
幻
想
画
が
含
ま
れ
る
し
、
後
者

に
は
こ
と
わ
ざ
を
基
底
に
し
た
庶
民
の
風
俗
画
や
人
物
の
い
な
い

風
景
画
が
包
含
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ま

で
の
画
家
が
全
く
対
象
と
し
な
か
っ
た
ご
く
平
凡
な
人
間
の
日
常

生
活
を
、
特
に
農
民
を
題
材
と
し
て
彼
が
描
い
た
こ
と
だ
。
自
然

の
風
景
を
単
な
る
背
景
で
な
く
独
立
し
た
画
材
と
し
て
と
ら
え
た

意
図
も
、
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
発
し
て
い
る
。
当
時
、
美
術
用
語
と

し
て
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
な
ど
も
ち
ろ
ん
無
か
っ
た
け
れ

ど
、
後
年
十
九
世
紀
に
入
っ
て
現
実
を
写
す
こ
と
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
始
め
た
時
、
彼
を
〃
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
の
先
駆
者
〃
と
呼

抄＝
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の
大
公
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
の
に
、
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
に
対
す
る
彼
の
気
持
ち
だ
け
で
、
私
は
大
公
に
親
近
感

を
抱
い
て
き
て
い
る
。
）
他
の
作
品
を
も
探
し
て
は
購
入
。
（
こ
の

時
画
家
は
す
で
に
他
界
。
）
ま
た
大
公
の
兄
。
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ

世
も
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
を
至
極
愛
好
、
と
い
う
こ
と
で
か
な
り
の
数

が
ウ
ィ
ー
ン
へ
集
ま
っ
た
よ
う
だ
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は

幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
後
に
は
出
て
行
っ
て
も
い
る

よ
う
で
、
例
え
ば
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
献
上
品
の
中
の
〃
十
二
カ
月

図
″
シ
リ
ー
ズ
六
点
の
う
ち
ウ
ィ
ー
ン
に
現
存
す
る
の
は
三
点
。

他
の
二
点
は
現
在
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
の
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
と

陸
執
念
に
も
似
た
一
途
に

ほ
れ
こ
む
人
の
存
在
が
絶
対

に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
特

に
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
場
合
、

当
時
人
気
が
あ
っ
た
と
は
言

え
決
し
て
一
流
と
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
画
家
だ
け
に
、
王

家
な
ど
が
購
入
す
る
こ
と
は

稀
だ
っ
た
ろ
う
。
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
四
人
の
名
前
が
残
っ

て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
人

友
人
ヨ
ン
ヘ
リ
ン
ク
が
現
ウ

ィ
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

ほ
と
ん
ど
の
元
・
所
有
者
だ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
裕
福

だ
っ
た
彼
が
財
政
逼
迫
し
て

絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
部
を

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
へ
抵
当
に

入
れ
、
市
は
や
が
て
こ
の
地

方
の
総
督
と
し
て
や
っ
て
来

た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
エ
ル

ン
ス
ト
大
公
に
献
上
。
大
公

は
ど
う
い
う
わ
け
か
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
が
気
に
入
っ
て
（
こ

何
も
知
ら
な
い
の
に
、
ブ
リ

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
魅
力
は
何
な
の
だ
ろ
う
。

日
輪
を
バ
ッ
ク
に
し
た
大
天
使
と
化
け
物
の
よ
う
な
反
逆
天
使

た
ち
と
の
闘
争
の
図
が
あ
る
。
悪
し
き
者
の
糾
弾
、
罪
あ
る
者
は

地
獄
へ
落
ち
る
そ
の
教
え
。
（
″
反
逆
天
使
の
墜
落
″
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
王
立
美
術
館
）
骸
骨
に
象
徴
さ
れ
る
死
神
の
軍
団
が
人
間
世
界

を
侵
略
し
つ
つ
あ
る
図
が
あ
る
。
い
か
に
栄
耀
栄
華
を
ほ
し
い
ま

ま
に
し
て
も
人
間
の
行
き
つ
く
先
は
す
べ
て
死
。
そ
の
死
の
化
身

は
積
極
的
に
人
間
ど
も
を
亡
ぼ
し
に
か
か
っ
て
い
る
。
（
″
死
の
勝

利
〃
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
・
プ
ラ
ド
美
術
館
）
と
も
に
ポ
ッ

シ
ュ
の
流
れ
を
汲
む
悪
夢
の
よ
う
な
幻
想
世
界
の
定
着
だ
が
、
そ

の
地
獄
図
絵
と
見
ま
ど
う
奇
っ
怪
な
画
面
の
、
こ
れ
は
ま
た
グ
ロ

テ
ス
ク
な
美
し
さ
は
ど
う
だ
。
反
逆
天
使
の
醜
さ
に
自
己
の
内
面

を
投
影
さ
せ
ら
れ
、
骸
骨
軍
の
進
撃
に
現
実
生
活
の
安
易
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
人
は
多
か
ろ
う
。

天
に
向
か
っ
て
巨
大
な
塔
を
築
い
て
は
い
る
が
、
そ
の
完
成
の

覚
束
な
さ
。
（
〃
バ
ベ
ル
の
塔
″
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
、
オ
ラ

ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ボ
イ
マ
ン
ス
美
術
館
）
ギ
リ
シ
ャ
神
話

の
イ
カ
ロ
ス
は
太
陽
に
近
づ
き
過
ざ
翼
を
固
め
た
ロ
ウ
が
融
け
て

海
へ
墜
落
す
る
が
、
周
囲
で
働
い
て
い
る
農
夫
や
釣
り
人
た
ち
の

無
関
心
な
こ
と
。
（
″
イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
″
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
美

術
館
）
人
間
の
小
ざ
か
し
さ
に
対
し
て
自
然
の
存
在
や
運
行
は
無

限
と
思
え
る
ほ
ど
に
大
き
い
。
壮
大
な
構
図
と
お
お
ら
か
な
こ
し

ら
え
。彼

方
の
丘
目
ざ
し
て
群
衆
が
駈
け
て
行
く
。
丘
の
上
に
は
早
や

人
の
輪
が
出
来
て
何
か
事
態
が
起
き
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
何
を

？
画
面
中
央
人
ご
み
に
も
ま
れ
て
十
字
架
を
負
っ
た
キ
リ
ス
ト

６
１
４
１
１

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
あ
り
、
残
る
一
点

は
行
方
不
明
と
い
う
状
態
。
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
「
東
方
三
博
士
の
礼
拝
」
も
元
ウ
ィ
ー
ン
の
所
蔵
品
だ
っ

た
は
ず
で
、
ど
う
い
う
経
路
で
か
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
購
入
し
た
の

は
今
世
紀
一
九
二
○
年
の
こ
と
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ウ
ィ
ー
ン

の
も
の
は
世
界
屈
指
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
間
違

い
な
い
。

錘誕一
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《
・
一
》
』

一
毎
寸
■

罫
ワ
チ
ー
Ｆ

が
小
さ
く
見
え
る
。
き
ょ
う
は
処
刑
の
日
な
の
だ
。
（
〃
ゴ
ル
ゴ
タ

の
丘
へ
の
行
進
″
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
）
雪
の
降
り
積
も
っ

た
村
の
集
会
所
へ
大
勢
人
が
詰
め
か
け
て
い
る
。
何
だ
ろ
う
？

人
口
調
査
の
届
け
出
で
、
そ
こ
へ
急
ぐ
人
群
れ
も
幾
つ
か
見
え
る
。

そ
の
中
の
男
女
一
組
が
、
引
き
連
れ
た
牛
と
ロ
バ
に
象
徴
さ
れ
る

マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
。
（
″
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
人
口
調
査
″
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
王
立
美
術
館
）
聖
書
の
中
の
著
名
場
面
が
、
主
人
公
で
あ
る
キ

つ
と
自
然
に
心
が
落
ち
着
い
て
行
く
の
は
、
所
詮
わ
れ
わ

さ
な
、
つ
つ
ま
し
や
か
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

じ
み
納
得
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
地
位
や
名
誉
で

伏
が
世
間
に
出
来
て
も
、
あ
る
い
は
た
と
え
大
き
く
歴
史

し
得
た
と
し
て
も
、
所
詮
人
間
の
帰
る
べ
き
は
大
地
、
自

十
数
歳
で
亡
く
な
っ
た
〃
百
姓
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
″
は
、
庶

抱
か
れ
て
、
き
び
し
い
け
れ
ど
も
心
安
ら
ぐ
風
景
。
他
方
は
厚
い

人
情
に
囲
ま
れ
て
、
貧
し
い
け
れ
ど
も
心
暖
ま
る
風
景
。

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
品
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
人
間
は
ま
こ

と
に
卑
小
な
存
在
だ
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
彼
の
作
品
の
前
に
立

常
生
活
を
透
し
て
人
間
の
心
の
在
り
方
を
描
破
し
た
。

車
中
一
時
間
向
か
い
合
わ
せ
て
い
た
も
の
の
夏
風
邪
の
鼻
水
が
止

会
え
な
い
人
た
ち
だ

美
術
館
の
作
品
を
思
い
起
こ
す
と
、
そ
こ
を
訪
ね
た
時

い
な
出
来
事
が
ふ
っ
と
浮
か
ん
で
来
る
。
美
術
館
横
の
居

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
食
事
中
に
か
ら
ん
で
来
た
ウ
ィ
ー
ン
の

い
・
出
立
便
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
美
術
館
を
出
て
飛
び

ら
料
金
の
四
倍
も
す
る
紙
幣
を
取
り
込
ん
で
遂
に
釣
り
銭

な
か
っ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
タ
ク
シ
ー
老
運
転
手
。
特
急

人
た
ち
は
今
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
真
筆

ま
ら
ず
め
い
わ
く
が
ら
れ
た
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
若
い
尼
僧
さ
ん
。

せ
っ
か
く
テ
ー
ブ
ル
ま
で
来
て
く
れ
た
の
に
話
が
進
ま
ず
残
念
だ

っ
た
マ
ド
リ
ー
ド
の
フ
ラ
メ
ン
コ
。
ダ
ン
サ
！
．
・
・
・
・
等
為
。
あ
の

多を
少し
起み

ゲウ

ユロ』

る
に
違

く
な
っ

も
い
る

元
気
で

度
と
は

’
1４７
１

Ｐ

ろ
う
が
、
ま

て
み
た
い
も

ブ
リ
ュ
ー
ゲ

旅
に
。

夢司

に
送
っ
て
い

い
な
い
。
亡

た
お
年
寄
り

だ
ろ
う
か
。

も
恐
ら
く
二

た
行
っ

の
だ
、

ル
ヘ
の

民
の
日

の
‐
さ
太
一

酒
屋
風

酔
っ
払

乗
っ
た

竺
民
さ

電
車
で

を
動
か

然
。
四

れ
は
小
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☆神戸っ子
トラベルコーナー

神戸っ子海外旅行ご案内
★レオナルド・ダ・ヴィンチ（イタリア豪華客船
3 3 , 5 0 0 トン）地中海の旅
く７月６日出発。パリ、ニース、モナコに立寄
り、ジェノアより乗船＞
費用／￥9 4 0 , 0 0 0 （船室により費用が変わるこ
とがあります）
定員／１０名フフーストクラス、シャワー付２
人部屋
スケジュール
７月１０日ジェノア発
７月1 1 日パレルモ（シシリー島，着
７月' 4 日マディラ着
７月１５ロラスパルマス（キャナリーアイラ

ンドノ着
７月１６日カサプランカ（モロッコ’薪
７月2 0 日ナポリ着
７月2 1 日ジェノア着

蕊謹繍Ｉ
イタリアの豪華客船「レオナルド・ダ・ヴィンチ」
お問合せ、ドットウェルトラベルサービス神戸。
ＴＥＬＯ７８〈2 5 1 ）0 0 2 1 ．担当島村

Ne小泉パー…ご雲”

毎日好評の楽しいパーティ風景

★独立の地を訪ねるアメリカ1 0 日間
く７月2 3 日( 金) ～/ ７月3 0 日( 金) ～/ ８月６日
（金Ｊ～＞
斐用／大人￥4 8 8 , 0 0 0 小人¥ 4 4 0 , 0 0 0
束京→ニューヨーク→ボストン→ワシントン→
ニューポートニューズ→ウィリアムズバーグ→
リッチモンド→シカゴ→ロサンゼルス→東京
全行程３食付。ただし終日自由行動日の昼食

を除く。
☆サンフランシスコ６日間
出発日／６月１１日（金）大阪発
費用／￥198,000

☆ハワイ６日間
出発日／６月2 2 日（火）大阪発
費用／￥1 3 8 , 0 0 0

☆好シーズンのヨーロッパ一パリ８日間
出発日／７月３日・６日・１０日．’
費用／￥2 3 8 , 0 0 0

★カナダ９日間
出発日／８月７日・８月1 2 日大阪発
費用／￥3 7 8 , 0 0 0

日本旅行神戸中央海外旅行センター0 7 8 〔3 2 1 . 1 3 1 0
★ロスアンゼルス６日間
日程／６月1 8 ~ 2 3 日
大阪→東京→ロスアンゼルス→東京→大阪
４０名・食事なし
費用／￥1 6 8 , 0 0 0

★カナダ７日間
日程／６月１日～７日
東京→バンクーバー→ジ十・スパー→パンフ→バ
ンクーバー→東京
費用／￥3 6 8 , 0 0 0

☆ハワイ６日間
日程／６月2 5 日～3 0 日

☆結婚を希望する男女に交際の場を提
供し、良きパートナーを見出すお手
伝いをいたします。

☆会員相互の理解を深め、親しみを増
すための家族ぐるみのパーティを開
催いたします。

☆結婚に関する一切のコンサルタン
ト、カウンセラーにも応じます。

大阪→東京→ホノルル→東京→大阪
４０名
費用／￥1 3 8 , 0 0 O

近畿日本ツーリスト株式会社( 0 7 8 ) 3 9 1 - 2 4 0 1 ～３
☆朝日友の会特別企画
アロハ・ハワイツアー４泊６日コース
大阪より￥1 4 5 , 0 0 0 円
出発日／５月1 3 口（木）・５月2 1 日（金）・５月
２５日（火）
大阪→東京→ホノルル→東京→大阪
お誘い合せグループでお申し込み下さい。

朝日海外旅行株式会社
☆モスクワ・レニングラード・リガツアー

日税, ／７月2 3 日（金）～８月６日（金）〔1 5 日間〕
費用／￥3 8 8 , 0 0 0 ホテルファーストクラス
東京→モスクワ→レニングラード→リガ→モ
スクワー> ハバロフスクー> ナホトカ→客船「プリ
アムーリエ号」→横浜
署い日本の夏からしばらく解放され空気と空
と緑の美しいソ連での1 5 日間は参加される皆様
に満足して頂けるものでしょう。
日ソ協会兵庫県支部連合会（0 7 8 ) 3 3 1 - 6 0 9 3

お問合せ、お申込みは神戸っ子トラベル係へ
ＴＥＬＯ７８（3 3 1 ）２２４６

入会金及び年会費は…
・入会金1 0 , 0 0 0 円
・年会費１０，０００円
（必要に応じて調査費3 5 , 0 0 0 円をお願いするこ
ともあります）
「ごあんない」入用の方は下記までご連絡下さ
い。

神戸市葺合区浜辺通り６丁目３－１３
ニューポートホテル1 1 3 1 号宙O 7 8 - 2 5 2 - 1 3 8 0
小泉パーティ事務局
代表者小泉正戸
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甘
美
な
お
し
ゃ
れ
皆
族

の
ひ
と
と
き
は
奔
騰
妙

一
輪
の
蓄
蔽
・
〈
指
名
制
〉

と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
る

¥

熱い
夜
に
咲
く
苔
蔽
は

あ
ま
く
、
せ
つ
な
く

華
麗
な
香
り
を
放
つ

毒
峰
皿
湾
唾
崎
健
卜
る神戸市生田区中山手１丁目2 4 ノ７

TＥＬＯ７８（241）０９８０（242）１９２５
大和ナイトプラザＢＦ
ＰＭ６：００～ＰＭ１２：００
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誰

福
元
早
夫
え
。
山
本
文
彦

冬
子
は
雪
の
降
る
さ
む
い
日
に
生
ま
れ
た
。
母
は
嫁
い
で
か
ら

二
年
目
に
子
供
を
生
ん
だ
。
女
の
子
だ
っ
た
。
そ
れ
が
冬
子
だ
っ

た
。母

の
嫁
ぎ
先
は
、
辺
都
な
山
間
の
一
軒
屋
だ
っ
た
。
母
を
た
ず

ね
て
、
ぼ
く
は
深
い
山
道
を
何
回
か
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。
山
を
越

え
、
谷
を
い
く
つ
も
の
り
こ
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

谷
間
の
一
軒
屋
の
灯
が
み
え
る
こ
ろ
、
日
は
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て

い
た
。
ち
か
づ
い
て
い
く
と
、
台
所
の
う
す
明
か
り
の
中
に
母
の

気
配
が
す
る
。

「
か
あ
ち
ゃ
ん
…
…
」

と
、
ぼ
く
は
声
を
こ
ろ
し
て
呼
ん
だ
。
奥
の
座
敬
に
、
母
の
新

声■

口
連
載
小
説
八
５
Ｖ

播
州
路

識§鍾鰯！

単上

俵

１
１５０
１

凸

戸ｱ/鐸壱一一

麓

し
い
家
族
た
ち
の
声
が
き
こ
え
る
。

か
あ
ち
ゃ
ん
、
と
泣
き
ご
え
で
い
い
な
が
ら
忍
び
よ
っ
て
い
き
、

母
の
モ
ン
ペ
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
だ
。
す
る
と
母
は
と
び
あ
が
っ

て
お
ど
ろ
き
、
す
ぐ
さ
ま
血
相
を
変
え
た
。

ぼ
く
の
襟
首
を
つ
か
ん
で
外
へ
つ
れ
だ
し
、
母
は
怒
っ
た
。
こ

こ
へ
来
て
は
い
け
な
い
、
あ
た
し
は
、
も
う
あ
ん
た
の
母
ち
ゃ
ん

じ
ゃ
な
か
、
約
束
し
た
じ
ゃ
な
か
か
、
姉
弟
じ
ゃ
と
、
よ
か
か
、

わ
か
っ
た
か
、
と
、
周
囲
に
気
を
く
ば
り
な
が
ら
き
び
し
い
声
で

い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
祖
母
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
帰
え
れ
、
と
、

闇
に
む
か
っ
て
ぼ
く
の
背
中
を
押
し
た
。

母
に
追
い
は
ら
わ
れ
て
い
ま
き
た
道
を
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
き
な
が

“
〃

Ｌ
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母
は
、
冬
子
を
産
む
た
め
に
里
帰
り
し
て
き
た
。
そ
の
ひ
と
月

ち
か
く
の
間
、
ぼ
く
は
と
て
も
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
。
か
つ
て
の
、

母
と
の
生
活
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
の
だ
。
こ
こ
ろ
う
き
う
き
、

ぼ
く
は
、
は
し
ゃ
い
だ
。
ち
ょ
う
ど
、
小
学
校
一
年
生
だ
っ
た
。

以
前
に
く
ら
べ
、
母
の
ぼ
く
に
対
す
る
態
度
は
、
あ
た
た
か
く

は
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
、
ど
う
で
も
よ
か
っ

た
。
た
だ
、
目
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に
、
母
が
い
て
さ
え
く
れ
れ
ば
、

そ
れ
で
ぼ
く
は
、
と
っ
て
も
こ
こ
ろ
が
安
ま
る
の
だ
っ
た
。

母
が
産
気
づ
く
と
、
夜
空
に
雪
が
舞
い
は
じ
め
た
。
正
月
の
中

ご
ろ
だ
っ
た
。
祖
父
は
囲
炉
裏
に
ど
っ
さ
り
薪
を
燃
や
し
、
家
じ

ゅ
う
を
あ
た
た
め
た
。
奥
の
部
屋
で
、
冬
子
と
た
た
か
っ
て
い
る

ら
し
い
母
の
、
苦
し
ま
ぎ
れ
の
う
め
き
声
が
き
こ
え
る
。
祖
母
は

か
ま
ど
に
湯
を
い
っ
ぱ
い
た
い
て
い
る
。
ぼ
く
は
祖
父
の
膝
に
だ

か
れ
て
、
目
を
じ
っ
と
と
じ
て
い
た
。
い
ろ
り
の
炎
で
、
身
体
じ

ゅ
う
が
燃
え
て
い
る
み
た
い
だ
。

母
が
ふ
り
し
ぼ
る
よ
う
な
最
後
の
う
め
き
声
を
あ
げ
た
。
囲
炉

裏
の
炎
が
、
音
を
た
て
て
は
じ
け
あ
っ
た
。
祖
父
が
ぼ
く
を
抱
い

た
腕
に
力
を
こ
め
た
。

と
、
そ
の
と
き
、
冬
子
が
叫
び
声
を
あ
げ
た
。
麦
わ
ら
ぶ
き
の

わ
が
家
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な
鋭
い
泣
き
ご
え
を
あ
げ
な
が
ら
、
ち

い
さ
な
肉
の
塊
み
た
い
な
冬
子
が
、
突
然
．
ぼ
く
の
ま
え
に
あ
ら

わ
れ
た
。

ぼ
く
は
、
母
の
、
身
も
こ
こ
ろ
も
、
さ
ら
に
、
魂
を
も
絞
り
だ

す
よ
う
な
う
め
き
声
を
き
き
な
が
ら
、
す
べ
て
を
了
解
し
た
よ
う

な
気
持
に
な
っ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
な
が
い
沈
黙
と
ふ
か
い
静
寂
を
突
如
に
う
ち

や
ぶ
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
冬
子
の
、
胸
を
つ
き
刺
す
よ
う
な
す
る
ど

い
叫
び
声
を
き
い
て
い
な
が
ら
、
ぼ
く
は
、
自
分
を
悟
り
と
っ
た
。

母
が
、
嫁
ぎ
先
へ
勝
手
に
き
て
は
い
け
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
。

あ
た
し
は
あ
ん
た
の
母
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
、
と
い
っ
た
こ

と
。
こ
れ
か
ら
は
母
子
じ
ゃ
な
く
て
姉
弟
な
の
だ
、
と
い
っ
た
こ

と
。そ

れ
ら
の
す
べ
て
を
ぼ
く
は
了
解
し
、
自
分
の
立
場
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
気
持
に
な

っ
た
の
だ
。

ぼ
く
は
ぐ
っ
と
奥
歯
を
か
ん
で
涙
争
ど
の
ん
だ
。
無
性
に
さ
び
し

く
、
や
る
せ
な
か
っ
た
。

ひ
と
月
ち
か
く
が
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
た
。
母
は
冬
子
を
抱

い
て
、
隣
村
へ
か
え
っ
て
い
っ
た
。

ぼ
く
も
ふ
た
た
び
、
祖
父
母
た
ち
と
の
生
活
に
も
ど
っ
て
い
っ

た
。
だ
け
ど
そ
れ
は
、
以
前
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
っ
て
い
た
。

ぼ
く
は
も
う
、
母
を
恋
し
が
っ
た
り
、
影
を
追
い
か
け
た
り
し
な

か
っ
た
。

さ
む
い
冬
が
明
け
て
春
が
き
た
。
冬
子
は
順
調
に
そ
だ
っ
て
い

っ
た
。暑

い
夏
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
雪
の
降
る
夜
に
生
ま
れ
た
冬

子
に
と
っ
て
、
南
国
の
強
烈
な
太
陽
と
の
、
は
じ
め
て
の
で
あ
い

が
や
っ
て
き
た
の
だ
。

う
だ
る
よ
う
な
あ
つ
い
夏
。
そ
れ
は
試
練
と
も
い
え
た
。
大
人

で
も
ま
い
っ
て
し
ま
う
夏
に
、
お
さ
な
い
冬
子
は
ま
け
て
し
ま
つ

１
１５１
１

r －

ら
、
ぼ
く
は
泣
い
た
。
な
き
な
が
ら
母
を
に
く
ん
だ
。
だ
け
ど
、

な
ぜ
か
憎
み
と
お
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
自
分
を

い
じ
め
た
。
お
い
ど
ん
な
ん
か
生
ま
れ
て
こ
ん
ほ
う
が
よ
か
っ
た

と
じ
ゃ
、
と
い
じ
め
、
い
じ
め
て
お
い
て
ま
た
爆
発
的
に
泣
い
て

し
ま
っ
た
。

開
の
中
で
山
彦
が
な
い
た
。
そ
の
せ
つ
な
い
な
き
声
を
き
き
な

が
ら
、
ぼ
く
は
、
南
太
平
洋
で
戦
死
し
た
と
い
う
、
父
の
こ
と
を

め

憾
ん
だ
。
父
さ
え
生
き
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
境
遇
に
お
ち
こ
む
こ

と
は
な
か
っ
た
の
だ
。
父
ち
ゃ
ん
、
な
ぜ
勝
手
に
死
ん
だ
…
…
。

ぼ
く
は
闇
に
む
か
っ
て
叫
ん
だ
。
だ
け
ど
、
死
ん
だ
人
間
を
う

ら
ん
だ
と
て
、
い
ま
さ
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、

父
の
記
憶
は
な
に
も
な
か
っ
た
。
父
を
憾
む
い
っ
さ
い
の
手
が
か

り
を
ぼ
く
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

深
い
山
道
を
歩
き
な
が
ら
、
ふ
い
に
ぼ
く
は
、
死
ん
で
や
ろ
う
、

と
か
ん
が
え
た
。
あ
の
高
い
木
の
、
頑
丈
な
枝
に
首
を
吊
っ
て
、
母

を
困
ら
せ
て
や
ろ
う
、
と
真
剣
に
思
い
つ
め
た
。
だ
け
ど
、
そ
ん

な
勇
気
な
ど
、
あ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



冬
子
の
部
屋
は
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て
い
て
、
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
る
。
机
の
ま
え
の
壁
に
、
『
努
力
目
標
』
が
貼
り
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
二
杯
目
の
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
な
が
ら
、
ぼ
く
は
読
ん

で
い
っ
た
。

自
分
を
大
事
に
す
る
こ
と
（
そ
れ
は
他
人
を
大
事
に
す
る
こ
と

と
同
じ
こ
と
で
あ
る
）

他
人
に
呼
ば
れ
た
ら
、
は
い
、
と
元
気
な
声
で
こ
た
え
る
こ
と

耐
え
る
こ
と
（
ぐ
っ
と
鋼
を
噛
む
思
い
で
）

故
郷
を
忘
れ
ぬ
こ
と

冬
子
ら
し
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
ぼ
く

の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
彼
女
が
は
じ
め
て
播
州
へ
き
た
と
き
、
ぼ

く
は
自
分
自
身
を
語
っ
た
。
中
学
を
卒
業
し
て
、
工
場
で
大
人
に

な
る
ま
で
の
、
ぼ
く
自
身
の
こ
こ
ろ
の
青
春
を
語
っ
た
わ
け
だ
。

鉄
を
つ
く
る
、
昼
夜
三
交
替
の
現
場
の
仕
事
は
つ
ら
か
っ
た
。

耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
夜
勤
は
ね
む
い
。
汗
と
油
に
汚

れ
て
、
く
た
く
た
に
疲
れ
て
、
自
分
を
ぼ
ろ
布
の
よ
う
に
感
じ
た
。

耐
え
る
そ
の
ず
っ
と
む
こ
う
に
、
故
郷
が
光
っ
て
い
た
。
ま
ぶ
た

の
う
ら
が
わ
に
、
母
が
す
み
つ
い
て
い
た
。

し
か
し
、
冬
子
の
知
ら
な
い
秘
密
の
世
界
、
そ
れ
に
は
決
し
て

ふ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
は
、
彼
女
に
は
、
何
ら
か
か
わ
り
の
な
い

世
界
だ
っ
た
。

た
の
だ
っ
た
。

重
い
病
に
か
か
っ
た
。
意
識
不
明
を
、
一
週
間
ち
か
く
つ
づ
け

た
。
日
本
脳
炎
ら
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
運
の
わ
る
い
こ
と
に
、

小
児
マ
ヒ
を
併
発
し
て
い
た
の
だ
。

医
者
は
首
を
よ
こ
に
ふ
り
つ
づ
け
た
。
冬
子
は
、
不
明
な
意
識

の
な
か
で
、
病
と
た
た
か
い
つ
づ
け
た
。
両
親
は
、
付
き
っ
き
り

で
、
両
手
を
合
わ
せ
て
祈
り
つ
づ
け
た
。

奇
跡
だ
、
と
い
っ
て
、
医
者
は
目
を
ま
る
く
し
た
。
冬
子
は
、

と
う
と
う
病
に
う
ち
勝
っ
た
の
だ
。
重
苦
し
い
ふ
た
つ
の
病
の
、

ま
っ
黒
い
マ
ン
ト
を
自
力
で
払
い
の
け
、
ふ
た
た
び
鋭
い
さ
け
び

声
を
あ
げ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
台
風
の
夜
だ
っ
た
。

外
は
、
風
速
四
○
メ
ー
ト
ル
の
嵐
だ
っ
た
。

「
が
ん
ば
つ
ち
よ
る
な
」

と
、
貼
り
紙
の
方
に
顎
を
し
や
く
り
な
が
ら
、
ぼ
く
は
励
ま
す

よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
ひ
や
か
す
よ
う
な
い
い
か
た

を
し
た
。

「
ま
あ
ね
」

と
、
は
ず
か
し
そ
う
に
冬
子
が
い
っ
た
。

「
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
あ
」

と
ぼ
く
が
い
っ
た
。

「
で
も
…
…
」

と
、
努
力
目
標
を
目
で
追
い
か
け
な
が
ら
冬
子
が
い
っ
た
。

「
で
も
、
む
ず
か
し
い
こ
と
や
わ
。
真
似
で
も
い
い
、
そ
の
う
ち

慣
れ
て
、
自
分
の
も
の
に
な
る
か
も
、
っ
て
思
っ
て
い
る
け
ど
…

。
・
・
」と

い
う
と
、
冬
子
は
ち
い
さ
く
笑
い
な
が
ら
、
自
信
な
さ
そ
う

に
小
首
を
か
し
げ
て
み
せ
た
。

乳
児
期
に
お
も
い
病
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
た
冬
子
は
、
そ
の
後
、

病
弱
な
体
質
を
否
応
な
く
さ
れ
た
。
瀕
死
の
世
界
に
片
足
を
つ
っ

こ
ん
だ
せ
い
で
、
右
の
足
を
わ
る
く
し
た
。
こ
こ
ろ
な
し
か
び
っ

こ
を
ひ
く
。
し
か
し
そ
れ
は
、
よ
ほ
ど
注
意
し
て
観
な
い
と
わ
か

ら
な
い
。

と
き
ど
き
冬
子
は
、
顔
色
が
急
に
あ
お
ざ
め
、
そ
の
場
に
し
ゃ

が
み
こ
ん
で
、
自
分
で
自
分
を
し
っ
か
り
か
か
え
こ
む
こ
と
が
あ

る
。
見
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
か
わ
い
そ
う
だ
。
だ
け
ど
、
だ

れ
も
手
を
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
女
は
自
分
に
耐
え
、
そ
し

て
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

「
…
…
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」

と
、
ぼ
く
は
ま
た
同
じ
こ
と
を
い
っ
た
。

「
そ
う
ね
、
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
ね
」

と
、
明
か
る
い
声
で
冬
子
が
い
っ
た
。

彼
女
は
病
の
影
を
背
負
い
、
お
ま
け
に
、
足
に
ま
で
ひ
き
ず
っ

て
、
そ
れ
で
も
強
く
生
き
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
が

ん
ば
る
以
外
に
な
い
。

「
修
一
か
ら
は
、
た
ま
に
は
手
紙
が
く
る
ん
か
」

ぼ
く
は
話
題
を
か
え
た
。

１
１５２
１

一 '
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Ｂ
■
凸
も
ｄ
■

「
修
ち
ゃ
ん
は
だ
め
ね
、
電
話
も
く
れ
へ
ん
の

く
こ

よ
・
お
母
さ
ん
も
ぼ
や
い
て
い
た
。
故
郷
に
も

さ
っ
ぱ
り
音
沙
汰
な
し
な
ん
だ
っ
て
」

「
男
の
子
や
か
ら
な
あ
、
遊
ぶ
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
か
ら
」

「
で
も
、
た
ま
に
は
手
紙
を
か
く
べ
き
よ
・
心

配
し
て
る
ん
だ
か
ら
」

冬
子
に
は
弟
が
い
る
。
三
歳
下
の
修
一
で
あ

る
。
修
一
は
高
校
を
卒
業
し
て
、
名
古
屋
の
自

動
車
工
場
で
は
た
ら
き
は
じ
め
た
。
そ
の
下
に
、

高
校
生
の
妹
、
美
由
紀
が
い
る
。

冬
子
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
弟
や
妹
の
、
犠

牲
の
よ
う
な
か
た
ち
だ
っ
た
。
中
学
を
卒
業
す

る
と
同
時
に
、
女
工
と
し
て
工
場
で
は
た
ら
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
月
々
の
給
料
の
お

お
か
た
を
、
送
金
し
て
家
計
を
た
す
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
修
一
や
美

由
紀
が
、
人
並
み
に
高
校
へ
進
学
で
き
た
の
は
、

彼
女
の
お
か
げ
だ
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

冬
子
は
病
弱
な
体
質
を
強
い
ら
れ
た
か
わ
り

に
、
意
志
が
つ
よ
か
っ
た
。
い
ち
ど
こ
う
だ
と

決
め
こ
ん
だ
ら
、
掛
鰹
陸
し
て
つ
ら
ぬ
き
と
お
す

の
だ
。
そ
れ
に
、
な
に
か
に
つ
け
て
、
自
分
の

こ
と
を
考
え
る
ま
え
に
、
他
人
の
こ
と
に
気
を

配
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
と
、
す
で
に
大
人
に
な
っ

た
冬
子
を
ま
え
に
し
て
、
そ
れ
で
も
な
お
ぼ
く

こ
こ

は
思
う
。
彼
女
が
中
学
を
卒
業
し
て
播
州
の
紡

績
工
場
へ
の
就
職
が
き
ま
っ
た
と
き
の
こ
と
を

い
ま
さ
ら
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
だ
し
て
し
ま

う
か
ら
だ
っ
た
。

あ
の
と
き
ぼ
く
は
、
彼
女
の
両
親
に
腹
を
た

て
た
の
を
い
ま
で
も
は
っ
き
り
憶
え
て
い
る
。

■

司国
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４
１
５
１
１

は
な
り
た
く
な
か
っ
た
。
で
も
、
祖
母
が
ウ
ン
と
い
わ
な
い
シ
」
と

に
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
金
の
玉
子

や
高
度
経
済
成
長
を
う
ら
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
学
を
断
念
し
た
。

祖
父
母
と
わ
か
れ
て
、
村
の
小
さ
な
駅
か
ら
汽
車
に
の
っ
て
、

鹿
児
島
駅
へ
い
っ
た
。
そ
の
道
程
は
、
か
つ
て
、
母
と
ふ
た
り
、

戦
争
へ
い
っ
た
き
り
帰
っ
て
こ
な
い
父
を
さ
が
し
て
海
へ
と
む
か

っ
た
道
だ
っ
た
。
汽
車
の
窓
か
ら
、
ぼ
く
は
故
郷
を
眺
め
つ
づ
け

た
。
故
郷
を
去
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
分
自
身
を
な
が

め
つ
づ
け
た
。
や
や
も
す
る
と
泣
い
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
で
、

ぼ
く
は
、
さ
ら
ば
故
郷
、
さ
ら
ば
故
郷
、
と
、
こ
こ
ろ
の
中
で
さ

け
び
つ
づ
け
た
。
父
や
母
も
、
何
も
か
も
お
さ
ら
ぱ
だ
。

駅
前
広
場
へ
い
く
と
、
県
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
集
ま
っ
て
き
た

中
学
卒
業
生
が
、
ま
さ
に
黒
山
の
よ
う
に
た
か
っ
て
い
た
。
そ
の

お
び
た
だ
し
い
学
生
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
を
み
て
、
ぼ
く
は
自
分
が

競
市
に
だ
さ
れ
た
仔
牛
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

じ
っ
さ
い
ぼ
く
は
、
祖
父
に
つ
れ
ら
れ
て
仔
牛
の
競
市
へ
何
回

か
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
農
村
の
あ
ち
こ
ち
の
、
暗
い
家
畜
小
屋

か
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
さ
れ
た
仔
牛
た
ち
が
、
広
い
競
市
場
に
ま
っ
黒

い
波
を
つ
く
っ
て
揺
れ
て
い
た
。
澄
ん
だ
美
し
い
目
の
仔
牛
た
ち

は
、
や
が
て
貨
車
に
押
し
こ
ま
れ
、
関
東
や
中
部
や
関
西
へ
と
送

り
だ
さ
れ
て
い
っ
た
。

ぼ
く
た
ち
は
就
職
先
の
地
域
別
に
座
席
を
指
定
さ
れ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
発
車
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
す
る
と
そ
の
ベ
ル
を
合
図
に
、

み
ん
な
が
い
っ
せ
い
に
泣
き
は
じ
め
た
。
特
別
集
団
就
職
列
車
の

窓
か
ら
長
々
と
手
を
さ
し
だ
し
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
父
や
母
や

弟
や
妹
の
手
へ
と
乱
れ
と
ん
だ
。

ぼ
く
は
じ
っ
と
堪
え
て
い
た
。
そ
の
う
ち
ベ
ル
が
止
ん
だ
。
す

る
と
な
ん
と
も
い
え
な
い
空
白
感
に
お
そ
わ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
そ
れ

が
、
死
ん
で
し
ま
い
た
い
よ
う
な
孤
独
感
、
心
臓
を
ち
ぎ
ら
れ
る

よ
う
な
寂
塞
感
に
か
わ
っ
た
・
車
蛎
が
ガ
タ
ッ
と
揺
れ
た
。
一
瞬
、

ぼ
く
は
自
分
を
見
失
っ
た
。
母
が
ぼ
く
の
前
か
ら
去
っ
て
い
っ
た

あ
の
日
の
、
墜
落
感
に
襲
わ
れ
た
。

（
つ
守
つ
ｒ
、
）

ー '

た
と
え
生
活
が
貧
し
く
て
も
、
ま
だ
子
供
こ
ど
も
し
た
冬
子
を
、

女
工
と
し
て
遠
い
他
所
へ
送
り
こ
む
に
は
、
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ

る
、
と
い
う
気
が
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
ぼ
く
自
身
の
、
決
し
て
楽

し
く
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
、
彼
女
の
前
途
に
か
さ
な
っ

た
か
ら
だ
っ
た
。

十
五
歳
の
と
き
、
ぼ
く
は
ぼ
く
を
育
て
て
く
れ
た
二
人
の
老
人

と
わ
か
れ
た
。
麦
わ
ら
葺
き
の
わ
が
家
の
ま
え
で
、
今
日
ま
で
の

長
い
年
月
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ご
恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
、
と
い
っ
て
、
深

ぶ
か
と
頭
を
さ
げ
た
。

ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
を
も
っ
て
駅
へ
と
歩
き
は
じ
め
た
ぼ
く
の
背

中
に
、
祖
父
と
祖
母
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
辛
抱
す
る
よ

う
に
、
と
か
わ
る
が
わ
る
叫
ん
だ
。
ぼ
く
は
何
回
か
ふ
り
返
り
、

背
伸
び
し
て
手
を
ふ
っ
た
。
む
り
に
笑
顔
を
つ
く
っ
て
、
さ
よ
う

な
ら
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
と
叫
ん
だ
。
鋼
を
噛
む
よ
う
な

思
い
で
皇
涙
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
た
。

わ
か

冬
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
と
完
全
に
離
別
れ
る
こ

と
の
で
き
た
ぼ
く
は
、
そ
れ
か
ら
の
何
年
間
か
を
、
祖
父
母
の
い

ち
ば
ん
小
さ
な
息
子
と
し
て
そ
だ
て
ら
れ
た
。
き
わ
め
て
き
き
わ

け
よ
く
つ
と
め
、
学
校
の
勉
強
も
け
っ
し
て
お
ろ
そ
か
に
は
し
な

か
っ
た
し
、
農
作
業
も
す
す
ん
で
手
伝
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
が

親
孝
行
だ
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
た
の
で
あ
る
。

中
学
三
年
生
に
な
っ
て
ぼ
く
は
高
校
へ
進
学
し
た
い
、
と
い
っ

た
。
よ
り
高
度
な
勉
強
が
し
た
い
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
た
だ

人
並
み
に
進
学
し
た
か
っ
た
の
だ
。
だ
け
ど
祖
母
が
反
対
し
た
。

う
ち
に
は
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
、
と
い
う
の
だ
っ
た
。

小
学
生
の
と
き
か
ら
や
っ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
先
も
ず

っ
と
、
新
聞
配
達
を
つ
づ
け
る
し
、
そ
れ
に
、
日
曜
日
は
土
方
の

ア
ル
バ
イ
ト
に
い
っ
て
、
学
資
は
か
せ
ぐ
か
ら
、
と
ぼ
く
は
頼
み

こ
ん
だ
。
だ
け
ど
祖
母
は
頭
を
た
て
に
ふ
ら
な
か
っ
た
。

中
学
校
卒
業
者
が
、
金
の
玉
子
、
と
い
わ
れ
は
じ
め
た
時
代
だ

っ
た
。
日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
過
渡
期
、
と
い
わ
れ
て
い
た
。

ぼ
く
は
高
校
へ
い
き
た
か
っ
た
。
中
卒
者
の
だ
け
で
も
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
ぼ
く
も
、
自
分
か
ら
好
ん
で
、
金
の
玉
子
な
ど
に
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